





































に収録されている 3 つのサブコーパスの中から 7 つの媒体(レジスター)を調査し、その中か
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 第 7 章では、結論として「から」と「ので」の使用傾向を、接続文体、丁寧さの傾向、共起するモ
ダリティ表現、共起する推量表現、主な使用レジスターの観点からまとめ、最後に今後の課題に言及
する。 
 以上の成果は、従来は「主観的」および「客観的」という二分法によって漠然と行われていた区別
を、コーパスからの多数の実例を分析することによって多様な側面から実証的に示したものである。
従来の研究を修正するような指摘も少なからず含まれていて、この分野の研究の発展に大きく寄与す
るものである。 
よって、本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められ
る。 
 
